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大項目 小項目

1. O&OD改善のための政策提言が中央省庁、州行
政府、地方自治体および市民社会団体に受け入れら
れ、導入される。

関連する政策文書
資料レビュー・
聞き取り調査

2. 改善されたO&ODプロセスを通じて、コミュニティ開
発への住民の参加度合いが増加する。

WFの報告書、その他異なるレベルの報告
書

資料レビュー・
聞き取り調査

3. コミュニティ開発計画の実現に向けた地方自治体
セクター担当部局の理解と支援が増大する。

県の開発計画
資料レビュー・
聞き取り調査

1. O&ODファシリテーター研修の国家実施戦略およ
び研修実施計画が策定される。

策定された戦略
資料レビュー・
聞き取り調査

2. 実証活動の経験に基づき、O&OD実施モデルと
O&OD改善のための政策提言が提示される。

1. O&OD実施モデル報告書/マニュアル
2. 政策提言文書

資料レビュー・
聞き取り調査

3. O&OD実施モデルの有効かつ現実的な普及戦略
および普及計画が策定される。

策定された戦略
資料レビュー・
聞き取り調査

1-1. 対象5県における、ファシリテーター研修と支援・
監督業務のために必要とされる予算の措置。

1-1. LGAの計画及び予算
資料レビュー・
聞き取り調査

1-2. 研修カリキュラム・教材の作成。 1-2. 研修カリキュラム/教材
資料レビュー・
聞き取り調査

1-3. 研修運営制度に関する関係者の役割の明確
化。

1-3. プロジェクト報告書、研修戦略文書
資料レビュー・
聞き取り調査

- 1-4. 研修報告書
資料レビュー・
聞き取り調査

- 1-5. LGAの監督報告書、WFへの聞き取り
資料レビュー・
聞き取り調査

2-1. 対象10村を郡ファシリテーターが定期的に訪問
し、住民のファシリテーションを行う。

2-1. WFの報告書、その他の異なるレベル
の行政の報告書

資料レビュー・
聞き取り調査

2-2. 対象村と対象県の能力変化が以下の視点から
測られて文書化される。
1)　コミュニティ住民の能力(知識、態度、スキル）
2)　コミュニティの組織能力（CRP、住民組織・グルー
プ、村議会の機能）
3)　郡ファシリテーターを通じた地方行政府とコミュニ
ティの連携関係
4)　郡ファシリテーターの能力(知識、態度、スキル）
5)　県行政職員の能力(知識、態度、スキル）
6)　コミュニティ開発のための県行政の機能・構造の
強化

2-2. 能力強化のアセスメントの枠組み、WF
の報告書、RTFのモニタリング評価の報告
書、モニタリング評価に関するプロジェクト
報告書

資料レビュー・
聞き取り調査

2-3. プロジェクト活動の経験に基づいて、村レベルの
O&OD実施モデルが政策提言と共に提示される。

2-3. O&OD実施モデル報告書/マニュア
ル、政策提言文書

資料レビュー・
聞き取り調査

3-1. 対象県における、セクター担当官のセクター間
調整に対するマインドセットの変化。

3-1.  プロジェクト報告書、異なるレベルの
政府の入手可能な報告書

資料レビュー・
聞き取り調査

3-2. 地方自治体計画に含まれる、コミュニティ開発計
画に基づいた優先項目の数。

3-2. 県開発計画
資料レビュー・
聞き取り調査

3-3. 実施モデルの基本条件(財政的、物理的、制度
的、マインドセット等）の特定ならびに文書化。

3-3.  O&OD実施モデル報告書、マニュア
ル、政策提言文書

資料レビュー・
聞き取り調査

成果4：
O&OD実施モデルの普及段階のた
めに必要な基本条件(財政的、物理
的、制度・組織的、人的能力等）が
示される。

4-1. O&OD実施モデル普及段階のために必要な基
本条件(財政的、物理的、制度・組織的、人的能力、
マインドセット等）が、州作業部会の活動を通じて特定
され文書化される。

4-1. 政策提言文書、普及戦略、O&OD実
施モデル報告書、マニュアル

資料レビュー・
聞き取り調査

実
績
の
検
証

1.　実績の検証

アウトプットの達成
状況

成果3：
地方自治体が、コミュニティのイニシ
アティブを積極的に支援するための
モデルが実証を通じて、開発され
る。

データ収集方
法

上位目標達成の
見込み

O&ODが参加型地域社会開発プロ
セスを通じた真の地方自治(Local
Autonomy/Local Good
Governance)の確立のためのツール
として有効に機能するための制度改
善が、特定対象州でO&OD実施モ
デルの検証活動を通じて行われる。

評価設問評価
項目

必要な情報・データ（指標） 情報源・指標の入手手段

プロジェクト目標
の達成見込み

コミュニティ、郡、県レベルでO&OD
プロセスが有効に機能するための
O&OD実施モデルが実証を通じし
て開発される。

成果1：
ファシリテーターの効果的な研修制
度が確立する。

成果2：
村の開発プロセスにおけるコミュニ
ティの主体性が強化されるための、
有効なO&OD実施モデルが（選定さ
れた対象村において）実証を通じて
開発される。
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大項目 小項目

PMO-RALGのC/P配置実績

RSsのC/P配置実績

LGAsのC/P配置実績

LGTIのC/P配置実績

NFs, DFs, WFsのC/P配置実績

事務所施設
事務所施設の提供・配置実績
（PMO-RALGオフィス、モロゴロ州オフィス、コースト州
オフィス）

事業進捗報告書、専門家、C/P
資料レビュー・
聞き取り調査

PMO-RALGによる経費支出実績

RSsによる経費支出実績

LGRPIIによる経費支出実績

ＬＧＡｓによる経費支出実績（及びその内訳（自主財
源、LGDG(LGCBG,LGCDG）、再委託経費など）

参加型地域社会開発の専門家配置実績

研修制度開発の専門家配置実績

地方政府計画策定・セクター調整の専門家配置実績

その他(ローカル専門家）の専門家配置実績

プロジェクト経費 日本側プロジェクト経費支出実績 事業進捗報告書、専門家、C/P
資料レビュー・
聞き取り調査

車両1台の配置実績

オフィス用品の配置実績

その他必要に応じた資機材の配置実績（LGAsに供
与したバイク等）

カウンターパート研修 本邦研修・第三国研修等の実施実績 事業進捗報告書、専門家、C/P
資料レビュー・
聞き取り調査

大項目 小項目

活動実施状況 活動は計画通りに実施されたか
実施時期、達成度、進捗状況、進捗に影響を与えた
問題等

事業進捗報告書、PO、専門家、C/P、その
他活動進捗管理ツール

資料レビュー・
聞き取り調査

マネジメント体制は適切に機能して
いるか

意思決定の方法（必要な関係者が含まれているか、
適切なタイミングで行われているか等）、指示系統が
機能しているか

実施体制図、専門家、C/P、PMO-RALG、
対象州・県・郡職員、JICA事務所、
JCC/TWGの協議議事録

資料レビュー・
聞き取り調査

関係者間のコミュニケーションは適
切にとられているか

情報交換/コミュニケーションの方法・頻度（JCC、進
捗報告、オペレーション会議等各種会合の開催実
績）、共有されている情報量

事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG、対象州・県・郡職員、JICA事務所

資料レビュー・
聞き取り調査

実施機関やC/Pのオーナーシップ
は十分か

実施機関・C/Pの参加度、投入実績、タンザニア側担
当事項の実施状況

事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG、JICA事務所

資料レビュー・
聞き取り調査

プロジェクトの進捗モニタリングは適
切に行われているか

モニタリングの方法・頻度、モニタリング結果が関係者
間で共有され次の活動に活かされているか

モニタリング記録、事業進捗報告書、専門
家、C/P、PMO-RALG、JICA事務所

資料レビュー・
聞き取り調査

地方自治庁職員に対する技術移転の達成目標、手
法、達成状況、満足度、問題点

事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG

資料レビュー・
聞き取り調査

対象州政府職員に対する技術移転の達成目標、手
法、達成状況、満足度、問題点

事業進捗報告書、専門家、C/P、対象州職
員

資料レビュー・
聞き取り調査

対象県職員に対する技術移転の達成目標、手法、達
成状況、満足度、問題点

事業進捗報告書、専門家、C/P、対象県職
員

資料レビュー・
聞き取り調査

郡ファシリテーターに対する技術移転の達成目標、手
法、達成状況、満足度、問題点

事業進捗報告書、専門家、C/P、対象州・
県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

対象村住民に対する技術移転の達成目標、手法、達
成状況、満足度、問題点

事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG、対象州・県・郡職員、対象村の住民

資料レビュー・
聞き取り調査

配置されている専門家は適切な人
材か、十分に活動に従事しているか

専門家人材の専門性等の適切性、プロジェクト活動
への参加方法・頻度、専門家間での役割分担

専門家、C/P、JICA事務所
資料レビュー・
聞き取り調査

配置されているC/Pは適切な人材
か、十分に活動に従事しているか

C/P人材の職制(所属先、専門性等）の適切性、プロ
ジェクト活動への参加方法・頻度

事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG

資料レビュー・
聞き取り調査

ターゲットグルー
プや関係組織の
参加度・認識

対象州・県・郡の職員、対象村の住
民はプロジェクトの活動に十分に参
加しているか

各関係者の活動への参加方法・頻度、参加実績
事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG、対象州・県・郡職員、対象村の住民

資料レビュー・
聞き取り調査

PDMの改訂は適切なプロセスで行
われたか

PDM改訂のプロセス、改訂内容、関係者の理解度
事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG、JICA事務所、JCC/TWGの協議議
事録

資料レビュー・
聞き取り調査

当初の目的や現状に鑑みた適切な
内容の修正がなされたか

現行のPDMのプロ目の指標、成果の指標(目標値を
含む）、活動など内容は適切か

事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG、JICA事務所、JCC/TWGの協議議
事録

資料レビュー・
聞き取り調査

その他、実施過程
で生じている問
題、効果発現に影
響を与えた要因等

中間レビュー時点までに何らかの課
題が生じているか、生じた課題に対
してどのように対処しているか

活動の実施状況、課題の現状、課題への対処状況、
今後の見通し

事業進捗報告書、専門家、C/P、PMO-
RALG、対象州・県・郡職員、JICA事務所

資料レビュー・
聞き取り調査

評価
項目

データ収集方
法

技術移転の方法
技術移転の達成目標・手法が明確
か、方法に問題はないか

プロジェクトの実
施体制

PDMの改訂

事業進捗報告書、専門家、C/P

情報源

事業進捗報告書、専門家、C/P

評価設問
必要な情報・データ（指標） 情報源・指標の入手手段

評価
項目

資料レビュー・
聞き取り調査

資料レビュー・
聞き取り調査

資料レビュー・
聞き取り調査

2.　実施プロセス

評価設問
必要な情報・データ

事業進捗報告書、専門家、C/P

データ収集方
法

プロジェクト経費

資機材

日本側の投入実
績

タンザニア側の投
入実績

資料レビュー・
聞き取り調査

事業進捗報告書、専門家、C/P

専門家

実
施
プ
ロ
セ
ス

人材の配置状況
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大項目 小項目

必要性

プロジェクトはタンザニアの社会や
ターゲットグループのニーズに合致
しているか、事前評価で確認された
必要性の状況に変更はないか

O&OD手法の全自治体への導入の進捗状況、参加
型計画策定における課題・問題点の現状

事前調査報告書、PMO-RALG、他省庁、
専門家、C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

タンザニアの開発政策との整合性
はあるか

タンザニアの現行の国家貧困削減戦略における優先
度、地方分権化政策の動向、PMO-RALGの実施計
画との整合性

現行の貧困削減戦略、地方政府改革プロ
グラム第2フェーズ（LGRP2)の関連報告書、
PMO-RALG、専門家、C/P、企画調査員

資料レビュー・
聞き取り調査

日本のODA政策との整合性はある
か

日本の援助政策、国別援助計画との整合性
現行の対タンザニア国別援助計画、JICA
事務所

資料レビュー・
聞き取り調査

プロジェクトの内容・デザイン・アプ
ローチ（O&OD実施モデルの内容、
ファシリテーター研修制度の内容、
モデル開発の方法、モデル普及に
向けた準備等）は開発課題に効果
を生む手段として現時点でも適切か

プロジェクトの内容・デザイン・アプローチの適切性、
当初計画からの変更の有無(変更があればその適切
性）、実績の検証結果

事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

ターゲットグループの選定は適切か
つ十分であったか

ターゲットグループの参加状況、活動の展開状況、当
初計画からの変更の有無、実績の検証結果

事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

政府による関連事業、他ドナーによ
るプロジェクト、他のJICA事業等との
連携・デマケは明確に示されている
か、相乗効果が生じているか

該当する政府・他ドナー・JICA事業の内容、各事業の
関連性、他事業との連携による活動の実施状況

事業進捗報告書、該当する政府・他ド
ナー・JICA事業の関連文書、PMO-RALG、
専門家、C/P、対象州・県・郡職員、JICA事
務所、プログラムアドバイザー

資料レビュー・
聞き取り調査

プロジェクト開始後、プロジェクトを
取り巻く環境（制度・政策面、社会・
経済動向等）の変化はないか

実施機関の組織変革、プロジェクトの位置付けの変
化、他ドナーによる類似プロジェクトの開始の有無、社
会・経済状況の変化等

事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

プロジェクト目標は達成が見込まれ
るか

実績の検証結果 実績の検証結果

プロジェクト目標達成の貢献要因は
何か

実績の検証結果、関係者所感
事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

プロジェクト目標達成を阻害する要
因は何か

実績の検証結果、関係者所感
事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

アウトプットはプロジェクト目標を達
成するために十分か

実績の検証結果 実績の検証結果

アウトプットからプロジェクト目標に
至るまでの新たな外部条件がある
か、どのような影響が見られるか

新たな外部条件の有無
PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

アウトプットの産出状況は適切か 実績の検証結果 実績の検証結果

アウトプットの算出に貢献した要因
は何か

実績の検証結果、関係者所感
事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

アウトプットの算出を阻害した要因
は何か

実績の検証結果、関係者所感
事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

アウトプットを産出するために十分な
活動であったか

実績の検証及び実施プロセスの分析結果 実績の検証及び実施プロセスの分析結果

地方自治体開発交付金制度の継続に関する動向
LGDG関連担当、PMO-RALG、専門家、
C/P、企画調査員

聞き取り調査

意思決定者の参加型手法の受入状況に関する動向
PMO-RALG、他省庁、専門家、C/P、対象
州・県・郡職員、対象村住民

聞き取り調査

政治的な安定が継続しているか PMO-RALG、専門家、C/P 聞き取り調査

CRP(村住民グループ）のモチベーションを阻害するよ
うな他のセクターによる活動がないか

PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員、対象村住民

聞き取り調査

各セクターの政策がO&ODと矛盾するような状況が生
じていないか

PMO-RALG、他省庁、専門家、C/P、対象
州・県・郡職員

聞き取り調査

各セクターの事業がO&ODと矛盾する手法で計画・実
施されていないか

PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

アウトプット達成のための新たな外
部条件があるか

新たな外部条件の有無
PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

投入のタイミング・
質・量

活動を行うために過不足ない量・質
の投入が、タイミングよく実施された
か

投入の実績及び実施プロセスの分析結果、投入の過
不足やタイミングによる活動への影響

投入の実績及び実施プロセスの分析結
果、PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・
県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

活動からアウトプットに至るまでの外
部条件は現時点においても正しい
か、外部条件の影響はあったか

その他

手段としての適切
性

優先度

必要な情報・データ 情報源
データ収集方

法

3.　評価5項目による評価

効
率
性 活動とアウトプット

産出の因果関係

アウトプットの産出

アウトプットとプロ
ジェクト目標達成
の因果関係

妥
当
性

有
効
性

評価
項目

評価設問

プロジェクト目標
の達成見込み
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大項目 小項目

プロジェクトの効果として上位目標
の発現が見込まれるか

実績の検証結果 実績の検証結果

上位目標の達成を阻害する要因が
あるか

上位目標の達成を阻害する要因の有無
事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

上位目標とプロジェクト目標は乖離
していないか

実績の検証結果 実績の検証結果

プロジェクト目標から上位目標に至
るまでの外部条件が新たに想定さ
れるか、どの程度の影響がありえる
か

新たな外部条件の有無
事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員

資料レビュー・
聞き取り調査

政策の策定と法律・制度・基準などの整備への影響の
有無

ジェンダー、人権、貧富など社会・文化的側面への影
響の有無

ターゲットグループへのその他の影響の有無

プロジェクト終了後も政策支援が継
続するか

タンザニア国の貧困削減戦略、地方分権化政策の動
向

現行の貧困削減戦略、地方政府改革プロ
グラム第2フェーズ（LGRP2)の関連報告書、
PMO-RALG、専門家、C/P、企画調査員

資料レビュー・
聞き取り調査

必要な法制度の整備状況
PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

モデルを普及させるための取り組みが担保されている
か

PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

関連各機関は、協力終了後も活動
を継続するための組織能力はある
か

PMO-RALG、対象州・県の組織体制、人員配置等
PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

協力終了後の活動展開にかかる他
関連機関との協力・連携を進めてい
るか

候補機関の選定、連携の状況 PMO-RALG、専門家、C/P 聞き取り調査

実施機関のプロジェクトに対する
オーナーシップは十分か

PMO-RALG、対象州・県のプロジェクトに対する方
針、実施計画

PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

活動継続のための予算がどの程度
確保されているか、プロジェクトによ
り経費が増加するか(増加分は確保
されているか）

PMO-RALG、対象州・県の予算配置状況、プロジェク
ト経費の支出状況、増加分があればそれを考慮した
予算計画の策定状況

PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

移転された技術は受け入れられて
いるか

技術レベル・社会的・慣習的要因などの問題、技術の
活用状況

PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

技術普及の体制が構築されているか
PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

技術の維持・アップデイトの仕組みが検討されている
か

PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

社会・文化・環境
面

女性、貧困層、社会的弱者、環境
への配慮不足により持続的効果を
妨げる可能性はないか

持続的効果の発現の促進要因と阻害要因
PMO-RALG、専門家、C/P、対象州・県・郡
職員

聞き取り調査

評価
項目

評価設問
必要な情報・データ 情報源

データ収集方
法

上位目標とプロ
ジェクト目標の因
果関係

イ
ン
パ
ク
ト

上位目標達成の
見込み

波及効果
上位目標以外の正負のインパクトが
見込まれるか

事業進捗報告書、PMO-RALG、専門家、
C/P、対象州・県・郡職員、対象村住民

資料レビュー・
聞き取り調査

自
立
発
展
性

政策・制度面

O&OD実施モデル普及のための関
連規制、法制度は整備されているか

組織・財政面

技術面

技術普及・維持のメカニズムはプロ
ジェクトに取り込まれているか
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